
初瀬水路発電所が運用開始しました
は せ

～関西支社管内で第１号となる「小水力発電の推進」の取り組み～

独立行政法人水 資 源 機 構では、国土交通省基本方針に基づく新たな取り組みの
みずしげんきこう

一環として「低炭素・循環型システムの構築－小水力発電の推進」に積極的に取り

組んでいます。

室生ダムでは、水道用水を室生湖から初瀬水路により奈良県桜井浄水場に導水し
むろ う は せ

ています。この水を利用した最大出力１５０KWの水力発電所が平成２６年２月１８

日から運用開始することになりました。

関西支社管内での「小水力発電の推進」の第１号となる水力発電所であり、ま

た、取水口の地下３０ｍのトンネル内にある放 水 管を有効活用して発電を行う
しゆすい ほうすいかん

のは、全国的にも珍しいものです。

発電した電気は初瀬水路施設の管理にも使用しますが、管理費軽減のため余剰電

力は売電し、一般家庭に供給することになり、関西地方の電力不足に対して一助に

なることが期待されています。

※初瀬水路発電所は、経済産業省の「再生可能エネルギー発電設備」の認定を受け

ており、計画電力量では約３００世帯を超える家庭の年間消費量に相当します。
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初瀬水路 概要

初瀬水路施設は 室生ダム貯水池内の上流左岸に位初瀬水路施設は、室生ダム貯水池内の上流左岸に位
置し、取水した水は、奈良県桜井市にある浄水場で処理
され奈良県の水道水として配水されている。

位置図

取水搭 全景

水車・発電機設置場所

取水搭断面図 トンネル状況（施工前）



初瀬水路発電所

場所：奈良県宇陀市榛原山辺三地内 初瀬水路施設

設 備 概 要

発 電 所 名 初瀬水路発電所

最 大 出 力 １５０Kw

最大使用水量 ０．８ｍ３／Ｓ

設　備　概　要

有 効 落 差 ２６．４１ｍ

水 車 フロンタルフランシス水車

発 電 機 三相誘導発電機

水車 発電機 分岐管_入口弁

※ 再生可能エネルギー認定（Ｈ２５．６．２０）
発電開始日 平成２６年２月１8日（関西電力(株))

入口弁
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高圧受電盤 発電機制御盤機器配置図


